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オブジェクト・ポジショニング 
by En-Scene（エン・シーン） 

コンサートや舞台を見る時、誰もが 経 験する違和感があります。それ
は、音がやってくる方向とステージ上の歌手や役者、演奏者などの位置
が合っていないということです。結果として、素晴らしい演出がステージ
上で行われていても、私たちの感動は半減していました。

これまでのサウンドシステムは、オーディエンスエリアのセンターに位
置する人たちにしか、正しく音の方向を伝えることができませんでした。
演じる側も鑑賞する側も、私たちはそのことをずっと我慢してきました。
何十年間も…。（図1参照）

しかし、d&bが開発した新技術En-Sceneは、ついにその壁を破るこ
とに成功しました。
En-Sceneを用いることで、どの場所からステージを見ても、ステージ
上に存在する音源の方向から音が聴こえて来ます。特筆すべきは、方向
だけではなく音源の遠近感まで再現できることです。

そして、この（サウンド）オブジェクト・ポジショニング機能は、ステージ
上にとどまらず、オーディエンスエリア内にも拡張でき、最大で64の音
源を個々に配置し移動させることができます。

d&bは、アーティストとオーディエンスの両者にとって 理想的な音場を提供する、究極のイマーシブ*サウンド・
プ ラ ットフォ ー ム を 完 成 さ せ まし た 。そ れ が d & b Soundscapeです。（*イマーシブとは「没入させるような」の意)

ルーム・エミュレーション　 
by En-Space（エン・スペース） 

d&bは、同時にもう一つの新技術En-Spaceを開発しました。En-Space
は、会場の音響空間を全く別な空間に変えることができます。例えば、
残響が少ないライブハウスの会場を響きが豊かな教会に変更したり、
屋外の会場をあたかも屋内のコンサートホールで聴いているようにし
たり、いくつものプリセットから簡単に選択することができます。En-
Spaceは、En-Sceneのもつ高度なオブジェクト・ポジショニング
機能を、よりイマーシブな感動へと発展させます。また、En-Space
は、En-Sceneのベストパートナーとして技術的にシームレスにつな
がります。d&bが提供する二つの技術によって、これまでになかった 
イマーシブサウンドが完成します。

容易な導入 

En-SceneとEn-Spaceという二つのキー技術は、d&b Soundscape
として一つのパッケージに統合され、d&bスピーカーユーザーであれば
容易にシステムに組み込むことが可能です。新たに必要なハードウェアは
d&b Soundscape専用に開発されたシグナルプロセッサーが1台のみで、
ソフトウェア、アンプやスピーカーはこれまでのd&b製品をそのままお使
いいただけます。

これまでのステレオサウンドシステムでは、オーディエン
スエリアのセンターに位置する人のみが正しいステレオ
イメージの恩恵を得ていた

図1）



音波は、音源（演奏音）から円を
描いて進みます。

1） 2） 3） 4） 5）演奏者の前方に複数のスピーカー
を並べ演奏音を再生すると、それ
ぞれのスピーカーから同じように
円形の音波が出ていきます。

各スピーカー から出る音波を
上 手 く調 整 し、元と同じ形
の 音 波 を 作 り出すことがで
きれば・・・

もしも、音源が2つになってステー
ジの上手下手に分 かれても、同様
にそれぞれの音源から出てくる音波
と同じ形を作り出せば、オーディエ
ンスはどの位置に居ても各音源の
方向から音が来ると感じます。

あたかも演奏者がその位置で演奏
している様に音を再生できます。

En-Sceneアルゴリズムとd&bスピーカーシステムの組み合わせは、最大64の音源の音波を極めて高い
精度で合成しています。En-Sceneは、ステージ前の複数（最低3本）のスピーカーシステムでステージ上の
音源の定位を実現しています。さらに、オーディエンスエリアを囲むようにスピーカーシステムを配置すれば、
ステージ外にも音源を定位させることができます。d&b Soundscape用に開発されたシグナルプロセッサー
DS100は、それぞれの音源とスピーカーの位置から計算された音の遅れや減衰量に基づき、ディレイマトリク
スと呼ばれる特殊な信号処理を行います。

技術解説
従来のサウンドシステムは、家庭用のオーディオと同じ考え方に基づいていました。つまり、左右に
スピーカーを配置し、その中心位置で音を聴けば正しい音像が得られるというものです。En-Sceneは、
ステレオ再生とは全く異なった概念で開発され、リスニング位置に依存しない音像定位を実現しています。
重要なことは、音源の位置を考え方の中心に置いていることです。このEn-Sceneの原理を、左から
5つの図を使って説明します。



技術解説 音響空間は、音源やスピーカーからの直接音に加え、反射音、そして残響音で構成されます。その様子は、
一般にエコータイムパターンと呼ばれます。
En-Spaceは、ユーザーが希望する音響空間のエコータイムパターンを作り出します。大きさの違う、
大中小の3つの音響空間を想像してください。En-Spaceは、実際の会場の響きをそれら3種類の音響空
間に簡単に切り替えることができます。また、それぞれについて異なる種類の響きを選ぶことができ、合計
9つのプリセット空間から選択できます。
En-Spaceの開発にあたり、d&bチームが最初にした仕事は、特殊な音響測定装置と独自の方法を使っ
て世界中の著名なホールや劇場の音響空間データ（ルームインパルス応答）を採取することでした。

シグナルプロセッサーDS100にはそれにより収集された多くのルームインパルス応答信号が搭載され
ており、コンボリューションと呼ばれる特殊な信号処理を行うことで反射音や残響音を合成します。
実際の使用に当たっては、DS100にあらかじめ用意された9つのプリセット（図のSpace1～9）から
選択することで、簡単、迅速に意図する残響音を生成、付加するすることができます。
また、さらに、En-Sceneと組み合わせることで、音源位置に従ったルームインパルス応答が自動的に
選択され、より自然で方向感のある響きを作り出します。それらの音は、オーディエンスエリアを取り囲
むように配置されたスピーカーから再生されます。

9つのプリセット空間

Space 1 モダン – 小規模　 
ブライバッハ・コンサートホール  

（ブライバッハ・ドイツ）	
客席数：200席　残響時間：2.0秒

Space 2 クラシック – 小規模　 
シューベルトホール	

（ウィーン・オーストリア）	
客席数：350席　残響時間：1.9秒

Space 4 クラシック – 中規模　
モーツァルトホール	

（ウィーン・オーストリア）	
客席数：700席　残響時間：2.1秒

Space 3 モダン – 中規模　
アンジェリカ・カウフマンホール

（ウィーン・オーストリア）	
客席数：600席　残響時間：1.7秒

Space 5 モダン – 大規模　
ルツェルン・カルチャー・コングレスセンター

（ルツェルン・スイス）	
客席数：1900席　残響時間：2.6秒

Space 7  モダン – 中規模　
ビング コンサートホール

（スタンフォード・米国）
客席数：850席　残響時間：2.2秒

Space 6クラシック – 大規模　
ウィーン・コンツェルトハウス	

（ウィーン・オーストリア）	
客席数：1850席　残響時間：2.4秒

Space 8  シアター – 小規模　
テアトロ・コムナーレ・アリギエーリ

（ラベンナ・イタリア）
客席数：830席　残響時間：1.3秒

Space 9  大聖堂　
サン・ヴィターレ聖堂

（ラベンナ・イタリア）
客席数：-　残響時間：5.6秒

Custom Rooms
 
お客様が希望する劇場やホールをd&b技術
者が訪問して音響空間データ（インパルス応
答）を測定し、En-Spaceのプリセットライ
ブラリーに追加できるオプションサービスで
す。劇場の響きをリハーサル室で再現したり、
建替え予定の歴史あるホールの響きを記録し
て別会場で利用したりと、その可能性は多岐
にわたります。



の設置パターン

En-Scene 180
En-Scene 180は、ステージ上の音源ポジショニングを目的と
した施工例です。メインスピーカーとして最低3本のスピー
カーを等間隔に配置します。（スピーカー本数の決定はステー
ジ幅に依存します。）

En-Scene 180 and En-Space
En-Scene 180に加え、客席エリアの周囲に360度、En-Space
用のスピーカーを配置します。En-Space用のスピーカーは、
残響付加に特化するため、比較的小さなスピーカーを使用でき
ます。また、バルコニー席がある会場では、その周囲にも配置
することで、そのエリアにも残響付加の適用が可能です。

En-Scene 360 and En-Space
En-Sceneによるオブジェクト・ポジショニングを、ステー
ジ上だけでなく、会場全体に適用する施工例です。この場合、
客席周囲360度に配置するスピーカーは、En-Spaceと
En-Scene両方に使用されるため、En-Spaceのみの場合
と比べ、やや大きいスピーカーを使用します。

ミュージカル"The Last Ship"

ミュージカル『スターライトエクスプレス』の会場



導入に必要なもの

必要となるスピーカー構成 

d&b Soundscapeのスピーカー最 小構成は、ステージ上にのみ音像定位をさせる場合
で、ステージ前に最低3つのシステム を等間隔に配置するだけです（En-Scene180）。
音像定位をステージ外にまで拡張す る場合（En-Scene360）、およびEn-Spaceを使
用する場合には、オーディエンスエリ アを取り囲むように追加のスピーカーを配置します。

 

 

. 

En-SceneとEn-Spaceの操作環境は、d&bの音響シミュレーションソフト
ArrayCalcとコントロールソフトR1に組み込まれていますので、d&bユーザー
であれば短時間で使いこなすことができます。

En-Sceneを操作するR1でのポジショニングビュー En-Spaceを操作するプラグイン画面

En-SceneとEn-Spaceは、容易に導入可能です。すでにd&bシステムをお持ちであれば、慣れ親しんだ 
d&bワークフローにシグナルプロセッサーDS100を追 加するだけです。つまり、最小限の投 資でd&b 
Soundscapeを手に入れることができます。（En-SceneとEn-SpaceはDS100にプリインストールされ
ており、それぞれのライセンスキーを別途購入しアクティベートすることで使用が可能となります。）

DS100（M）は64 x 64のマトリックスを持つ、En-Scene、 
En-Spaceのためのシグナルプロセッサーで、全てのクロ
スポイントでレベル、ディレイの調整が可能です。オーディ
オ入出力はイーサーネット（Danteor MILAN）になってお
り、デジタル卓やDAW（Digital Audio Workstation）
への接続は極めて簡単に行えます。（なお、DS100（M）は 
スタンドアローンの64 x 64クロスポイント・マトリックス 
システムとしてもご使用いただけます。）

•	 d&b Soundscapeのプロセッシングプラットフォーム 

•	 Dante or MILAN I/O

•	 64 x 64マトリックス上の各クロスポイントでレベルとディ
レイを調整可能

•	 I/Oプロセッシング：8-band/16-band EQ（PEQ, 
NOTCH, high/low shelf）, Delay, Polarity

•	 レイテンシー：1.3ms未満（Dante In → Dante 
Out）

•	 リモート制御：OCA/AES70, OSC

•	 最大64のオブジェクトを制御可能（En-Scene）

•	 9つのプリセット付残響付加機能（En-Space）

I/Oサイズオプション

DS100シグナルエンジンは、用途に応じて選択、
拡張可能な3種類のI/Oサイズオプションを備え
たオーディオマトリックスで構成されています。

   I/Oサイズ	 入力	 出力
   DS100 S	 64	 24
   DS100 L	 64	 64
   DS100 XL	 128	 64



DAW
TRACKING
CONSOLE DS100

EN-SNAP
En-Snapは、d&b Soundscapeのスナップショット管理ツールです。 DS100信号
エンジンの設定（音源位置や残響など）を瞬時に保存・呼び出しでき、ライブ演出や劇
場公演でのシーン切り替えをスムーズに行えます。直感的なGUIで操作でき、OSCや
MIDIによる外部制御にも対応しています。

EN-BRIDGE
En-Bridgeは、d&b Soundscapeと他社システムとの連携を
強化するソフトウェアです。DS100信号エンジンと外部機器間
の通信を橋渡しし、BlackTraxなどのトラッキングシステムや
DiGiCo/SSLコンソールとの双方向制御を可能にします。
直感的な操作画面で、複数機器の統合や冗長構成にも対応し、
イマーシブ音響体験の設計をより柔軟にします。

Stage 
box

Mixing  
console

System 
procesor
matrix

Network Amplifier Loudspeaker

デジタル卓やDAWを始めとする外部の機材にd&b Soundscape
のコントロール機能を統合することも可能です。外部からのコント
ロールはイーサーネット経由で行われ、プロトコルは世界標準で
あるOSCとOCAに対応しています。すでに様々なサードパー
ティーがd&b Soundscapeへのコントロールを可能にして
います。

d&b Soundscapeは、BlackTraxを始めとするサードパー
ティーのリアルタイム・トラッキングシステムを統合可能で
あり、ラジオ電波・赤外線通信を利用して複数のオブジェクト
のポジショニングを同時に制御することが出来ます。

En-Snapは、d&b Soundscapeを導入したお客様に
無償で提供しています。



•	 ミキシングワークフロー向けに設計された直感的な
ビジュアルインターフェイス

•	 オブジェクト制御・ショー制御の可能性を拡大
•	 非対称な調節を含め、リアルタイムでショーを縮小・

拡張
•	 新しいDS100 I/Oサイズ（64x24 – 64x64 – 

128x64）に対応
•	 Microsoft WindowsとmacOS、いずれのオペ

レーティングシステムでも利用可能

Soundscape view Snapshots view Animations view En-Space view 

2019年に全面リニューア
ルを実施したロンドンのコン 
サートホール、ロイヤル・アル
バート・ホールに、固定設
備として導入。

〈システム構成〉
DS100、En-Scene360、
En-Space

2020年5月にイタリアの
都市ラヴェンナで開催され
たラヴェンナ・フェスティ 
バル。

〈システム構成〉
DS100、En-Scene360、
En-Space、
Virtual Acoustic shell

2020年12月、コロナ渦の
代替会場で行われたアルメ
リア・シティオーケストラ
のクリスマスコンサートに
仮設システムとして採用。

〈システム構成〉
DS100、En-Scene180、
En-Space

ロイヤル・アルバート・ホール

ラヴェンナ・フェスティバルラヴェンナ・フェスティバル

アルメリア・シティオーケストラ クリスマスコンサートアルメリア・シティオーケストラ クリスマスコンサート

海外の導入事例



2019年夏、米国ルイジア
ナ州のヒーリングプレイス
教会にV-Seriesをメイン
スピーカーとした固定設備
として導入。

〈システム構成〉
DS100、En-Scene180、
En-Space

2023年12月にリニューア
ルを実施したシドニーのシ
ティ・リサイタルホールに
XSLをメインとした固定設
備として導入。

〈システム構成〉
DS100、En-Scene360

2024年8月、NFL開幕に
合わせシアトルシーホーク
スの本拠地ルーメンフィール
ドに固定設備として導入。

〈システム構成〉
DS100、En-Scene360

2024年夏、フランス・パリ
に 大 改 修 で 生まれ 変 わっ
たミュージカルシアター、 
リド2パリに固定設備とし
て導入。

〈システム構成〉
DS100、En-Scene180、
En-Space

2025 年4月にベトナム・ 
ハノイのタンロン遺跡で開
催されたパレードに採用。

〈システム構成〉
DS100、En-Scene180、
En-Space

2025年7月にドイツ・シュ
ツットガルトで開催された
毎年恒例のジャズオープン・
シュツットガルト。

〈システム構成〉
DS100、En-Scene180、
En-Space270

ヒーリングプレイス教会

シティ・リサイタルホール

ルーメンフィールド

ジャズオープン・シュトゥットガルト

タンロン遺跡

リド2パリ

海外の導入事例



2019から毎年11～12月に
札幌文化芸術劇場hitaru
で 開 催 さ れてい る サッ ポ
ロ・シティ・ジャズの"JAZZ 
THEATER LIVE"。

〈システム構成〉
DS100、En-Scene360、
En-Space

2023年7月、広島県福山市 
のライブハウス、福山Cable
に、国 内のライブハウスと 
しては初のイマーシブオー 
ディオシステムとして導入。

〈システム構成〉
DS100、En-Scene360、 
En-Space

2 0 2 3 年 6 月に 兵 庫 芸 術 
文化センターでの兵庫芸術
文化センター管弦楽団定期
演奏会で演奏されたバレエ
音楽「火の鳥」。

〈システム構成〉
DS100、En-Scene360、 
En-Space、
Virtual Acoustic shell

2024年8月に札幌石山緑
地で開催された能楽「石山
緑地薪能 あたら夜の月影 
－覧古考新－」。

〈システム構成〉
DS100、En-Scene180、
En-Space

2024年9月に東京、2024
年10月に大阪で開催された
舞台「マリオネットホテル」。

〈システム構成〉
DS100、En-Scene180

2 0 2 5 年 9 月に 東 京 国 際 
フォーラム ホールAで開催さ
れたジャズイベント"JAZZ 
NOT ONLY JAZZ II"。

〈システム構成〉
DS100、En-Scene180

サッポロ・シティ・ジャズ

福山Cable

バレエ音楽『火の鳥』

JAZZ NOT ONLY JAZZ II

舞台『マリオネットホテル』

石山緑地薪能

国内の導入事例


